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(57)【要約】
【課題】横電界の影響による表示品位の低下を抑える。
【解決手段】液晶パネル１００は、素子基板１００ａに
設けられた画素電極１１８と対向
基板１００ｂに設けられたコモン電極１０８とにより液
晶層１０５が挟持された液晶素子
を有する。映像処理回路３０は、液晶素子への階調レベ
ルを指定する映像信号Ｖideoを解
析して、液晶素子への印加電圧を、閾値Ｖth1以上であ
って閾値Ｖth2を下回る電圧範囲Ａ
にさせる階調レベルから、印加電圧を閾値Ｖth3以上で
あって最高値Ｖw以下の電圧範囲Ｂ
にさせる階調レベルへの切り替わりを検出するとともに
、該切り替わりを検出したときに
は、液晶素子に、電圧範囲Ａおよび電圧範囲Ｂのいずれ
にも属さない電圧範囲Ｃの電圧を
印加する。
【選択図】図１
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　第１基板に設けられた画素電極と第２基板に設けられたコモン電極とにより液晶層が挟
持された液晶素子を有する液晶パネルと、
　前記液晶素子が表示すべき階調レベルを指定する映像信号を解析することによって、前
記液晶素子への印加電圧が第１閾値以上であって第２閾値を下回る第１範囲に対応する階
調レベルから、前記印加電圧が前記第２閾値よりも大きい第３閾値以上であって最高値以
下の第２範囲に対応する階調レベルへの切り替わりを検出する検出回路と、
　前記切り替わりが検出された場合には、前記液晶素子に、前記第１範囲にある電圧の印
加に続いて、前記第１範囲および第２範囲のいずれにも属さない第３範囲の電圧を印加す
る駆動回路と、
　を具備することを特徴とする液晶表示装置。
【請求項２】
　前記第３範囲には、前記液晶素子への印加電圧がゼロ以上であって前記第１閾値を下回
る範囲が含まれる
　ことを特徴とする請求項１に記載の液晶表示装置。
【請求項３】
　前記駆動回路は、前記液晶素子への電圧印加をフレームにおいて複数回実行し、
　前記検出回路は、前記液晶素子の階調レベルをフレームにおいて前記複数回指定する映
像信号を解析して前記切り替わりを検出する
　ことを特徴とする請求項１または２に記載の液晶表示装置。
【請求項４】
　前記切り替わりが検出された場合には、前記第２範囲の印加電圧に対応する映像信号を
、前記第３範囲の印加電圧に対応する映像信号に置換して出力する一方、前記切り替わり
が検出されないときには、前記第２範囲の印加電圧に対応する映像信号を出力する置換回
路を有し、
　前記駆動回路は、前記置換回路により出力された映像信号に対応する印加電圧を前記液
晶素子に印加する
　ことを特徴とする請求項１に記載の液晶表示装置。
【請求項５】
　前記検出回路は、
　前記映像信号により指定される階調レベルが、前記第１範囲の印加電圧に対応する階調
レベルであるか否かを判定して、該判定の結果を示す第１フラグを出力する第１階調範囲
判定器と、
　前記第１フラグを遅延させるフラグメモリーと、
  前記映像信号により指定される階調レベルが、前記第２範囲の印加電圧に対応する階調
レベルであり、かつ、遅延した前記第１フラグによって、過去の階調レベルが前記第１範
囲の印加電圧に対応する階調レベルであったか否かを判定して、該判定の結果を示す第２
フラグを出力する第２階調範囲判定器と、
　を有し、
　前記置換回路は、
　前記第２フラグに応じて、前記第２範囲の印加電圧に対応する映像信号、または、前記
第３範囲の印加電圧に対応する映像信号のいずれか一方を選択するセレクターである
　ことを特徴とする請求項４に記載の液晶表示装置。
【請求項６】
　第１基板に設けられた画素電極と第２基板に設けられたコモン電極とにより液晶層が挟
持された液晶素子を有する液晶表示装置の駆動方法であって、
　前記液晶素子が表示すべき階調レベルを指定する映像信号を解析して、
　前記液晶素子への印加電圧が第１閾値以上であって第２閾値を下回る第１範囲に対応す
る階調レベルから、前記印加電圧が前記第２閾値よりも大きい第３閾値以上であって最高
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値以下の第２範囲に対応する階調レベルへの切り替わりを検出し、
　前記切り替わりを検出した場合には、前記液晶素子に、前記第１範囲にある電圧の印加
に続いて、前記第１範囲および第２範囲のいずれにも属さない第３範囲の電圧を印加する
　ことを特徴とする液晶表示装置の駆動方法。
【請求項７】
　請求項１乃至５のいずれかに記載された液晶表示装置を有する
　ことを特徴とする電子機器。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、液晶表示装置における表示上の不具合を低減する技術に関する。
【背景技術】
【０００２】
　液晶表示装置は、一般的には、一定の間隙に保たれた一対の基板によって液晶層が挟持
された構成である。この構成では、一方の基板において画素電極がマトリクス状に配列し
、他方の基板にコモン電極が各画素にわたって共通となるように設けられ、画素毎に画素
電極とコモン電極とで液晶層が挟持される。
　画素電極とコモン電極との間において、階調レベルに応じた電圧を印加・保持させると
、液晶層（液晶分子）の配向状態が画素毎に規定され、これにより、透過率または反射率
が制御される。したがって、上記構成では、液晶分子に作用する電界のうち、画素電極か
らコモン電極に向かう方向、すなわち、基板面に対して垂直方向（縦方向）の成分だけが
、表示制御に寄与する方向である、ということができる。
【０００３】
　近年のように小型化、高精細化のために画素ピッチが狭くなると、互いに隣接する画素
電極同士で生じる電界、すなわち基板面に対して平行方向（横方向）の電界が生じて、そ
の影響が無視できなくなった。詳細には、ＴＮ方式やＶＡ方式などのように縦方向の電界
により駆動されるべき液晶に対して、横電界が加わると、液晶の配向不良などが発生し、
表示上の不具合が発生してしまう、という問題が生じた。
　そこで、この横電界の影響を低減するために、液晶パネルの構造を工夫する技術、例え
ば、画素電極の輪郭に合わせて遮光層（開口部）の形状を規定する技術が提案されている
（例えば特許文献１参照）。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００４】
【特許文献１】特開平６－３４９６５号公報（図１）
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００５】
　しかしながら、液晶パネルの構造によって横電界を低減する技術は、当然のことながら
、構造を工夫しないで既に製作された液晶パネルに適用することができない。
　本発明は、上述した事情に鑑みてなされたもので、その目的の一つは、液晶パネルの構
造以外によって、横電界を低減する技術を提供することにある。
【課題を解決するための手段】
【０００６】
　上記目的を達成するために本発明に係る液晶表示装置は、第１基板に設けられた画素電
極と第２基板に設けられたコモン電極とにより液晶層が挟持された液晶素子を有する液晶
パネルと、前記液晶素子が表示すべき階調レベルを指定する映像信号を解析することによ
って、前記液晶素子への印加電圧が第１閾値以上であって第２閾値を下回る第１範囲に対
応する階調レベルから、前記印加電圧が前記第２閾値よりも大きい第３閾値以上であって
最高値以下の第２範囲に対応する階調レベルへの切り替わりを検出する検出回路と、



(4) JP 2010-204515 A 2010.9.16

10

20

30

40

50

　前記切り替わりが検出された場合には、前記液晶素子に、前記第１範囲にある電圧の印
加に続いて、前記第１範囲および第２範囲のいずれにも属さない第３範囲の電圧を印加す
る駆動回路と、を具備することを特徴とする。印加電圧が不安定な状態となりやすい第１
範囲にある液晶素子と、横電界の影響を強く与えやすい第２範囲にある液晶素子とが互い
に隣接したとき、該第１範囲にある液晶素子は、横電界による影響を受け、配向が乱れて
、以後、数フレームにわたって印加電圧に応じた透過率や反射率の制御が困難になる。第
１範囲にある液晶素子と第２範囲にある液晶素子とが互いに隣接しやすい条件は、ある液
晶素子の印加電圧が第１範囲から第２範囲に変化するときである。本発明によれば、液晶
素子への階調レベルを指定する映像信号を解析して、液晶素子の印加電圧が第１範囲から
第２範囲へと切り替わるときには、液晶素子に、第２範囲の電圧を印加するのではなく、
第１範囲および第２範囲のいずれにも属さない第３範囲の電圧を印加するので、液晶パネ
ルの構造を特に工夫しなくても、横電界による影響を低減することが可能となる。
【０００７】
　本発明において、前記第３範囲には、前記液晶素子への印加電圧がゼロ以上であって前
記第１閾値を下回る範囲が含まれても良い。この第３範囲の電圧としては、変化前の第１
範囲における不安定状態から速やかに脱する電圧、すなわち、不安定状態から液晶応答が
最も速くなる階調レベルに相当する電圧や、変化後の階調レベルと乖離が少ない電圧など
が好ましい。
　また、本発明において、前記駆動回路は、前記液晶素子への電圧印加をフレームにおい
て複数回実行し、前記検出回路は、前記液晶素子の階調レベルをフレームにおいて前記複
数回指定する映像信号を解析して前記切り替わりを検出する構成としても良い。この構成
によれば、フレーム毎に階調レベルが変化する場合に、第３範囲に相当する表示が欠落す
ることを防止することが可能となる。
　本発明において、前記切り替わりが検出された場合には、前記第２範囲の印加電圧に対
応する映像信号を、前記第３範囲の印加電圧に対応する映像信号に置換して出力する一方
、前記切り替わりが検出されないときには、前記第２範囲の印加電圧に対応する映像信号
を出力する置換回路を有し、前記駆動回路は、前記置換回路により出力された映像信号に
対応する印加電圧を前記液晶素子に印加する構成としても良い。
　また、この構成において、前記検出回路は、前記映像信号により指定される階調レベル
が、前記第１範囲の印加電圧に対応する階調レベルであるか否かを判定して、該判定の結
果を示す第１フラグを出力する第１階調範囲判定器と、前記第１フラグを遅延させるフラ
グメモリーと、前記映像信号により指定される階調レベルが、前記第２範囲の印加電圧に
対応する階調レベルであり、かつ、遅延した前記第１フラグによって、過去の階調レベル
が前記第１範囲の印加電圧に対応する階調レベルであったか否かを判定して、該判定の結
果を示す第２フラグを出力する第２階調範囲判定器と、を有し、前記置換回路は、前記第
２フラグに応じて、前記第２範囲の印加電圧に対応する映像信号、または、前記第３範囲
の印加電圧に対応する映像信号のいずれか一方を選択するセレクターである構成が好まし
い。この構成によれば、映像信号を記憶する場合と比較して、フラグメモリーに要する記
憶容量を削減することが可能となる。
　なお、本発明は、液晶表示装置のほか、該液晶表示装置の制御方法や、該液晶表示装置
を有する電子機器としても概念することが可能である。
【図面の簡単な説明】
【０００８】
【図１】第１実施形態に係る液晶表示装置を示す図である。
【図２】同液晶表示装置における液晶素子の等価回路を示す図である。
【図３】同液晶表示装置における映像処理回路の構成を示す図である。
【図４】同液晶表示装置における表示特性を示す図である。
【図５】同液晶表示装置における走査線駆動回路の動作を示す図である。
【図６】同液晶表示装置の液晶素子に印加される電圧の推移を示す図である。
【図７】第２実施形態に係る液晶表示装置における映像処理回路の構成を示す図である。
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【図８】同液晶表示装置の映像処理回路の動作を示す図である。
【図９】同液晶表示装置の走査線駆動回路の動作を示す図である。
【図１０】同液晶表示装置の液晶素子に印加される電圧の推移を示す図である。
【図１１】同液晶表示装置等の表示例を示す図である。
【図１２】実施形態に係る液晶表示装置を適用したプロジェクターを示す図である。
【図１３】横電界の影響による表示上の不具合の一例を図である。
【発明を実施するための形態】
【０００９】
＜第１実施形態＞
　以下、本発明の実施形態について図面を参照して説明する。
　図１は、本実施形態に係る液晶表示装置の全体構成を示すブロック図である。
　この図に示されるように、液晶表示装置１は、制御回路１０と、液晶パネル１００と、
走査線駆動回路１３０およびデータ線駆動回路１４０を有する。
　このうち、制御回路１０には、映像信号Ｖideoが、図示省略した上位装置から同期信号
Ｓyncに同期して供給される。映像信号Ｖideoは、液晶パネル１００で表示すべき画像の
画素の各々に対して、階調レベルをそれぞれ指定するデジタルデータであり、同期信号Ｓ
yncに含まれる垂直走査信号、水平走査信号およびドットクロック信号（いずれも図示省
略）にしたがって走査される画素の順番で供給される。
【００１０】
　制御回路１０は、走査制御回路２０と映像処理回路３０とにより構成され、このうち、
走査制御回路２０は、各種の制御信号を生成して、同期信号Ｓyncに同期して各部を制御
する。映像処理回路３０は、詳細については後述するが、上位装置から供給された映像信
号Ｖideoで指定される階調レベルが階調範囲ａに含まれるレベルから、階調範囲ｂに含ま
れるレベルに変化するとき、階調範囲ｂに含まれるレベルの映像信号Ｖideoを、階調範囲
ａと階調範囲ｂのいずれとも異なる階調範囲ｃのレベルの映像信号に置換するものである
。
【００１１】
　液晶パネル１００は、素子基板（第１基板）１００ａと対向基板（第２基板）１００ｂ
とが一定の間隙を保って貼り合わせられるとともに、この間隙に、ＴＮ型やＶＡ型などの
ように縦方向の電界で駆動される液晶層１０５が挟持された構成となっている。
　ｍ、ｎをそれぞれ整数としたときに、素子基板１００ａのうち、対向基板１００ｂとの
対向面には、２の倍数に相当する（２ｍ）行の走査線１１２が図においてＸ（横）方向に
沿って設けられる一方、ｎ列のデータ線１１４が、Ｙ（縦）方向に沿って、かつ、各走査
線１１２と互いに電気的に絶縁を保つように設けられている。
　なお、本実施形態では、走査線数は、２の倍数に限られず、奇数であっても良いが、後
述する第２実施形態の説明を簡略化するために偶数としている。また、走査線１１２を区
別するために、図において上から順に１、２、３、…、（２ｍ－１）、（２ｍ）行目とい
う呼び方をする場合がある。同様に、データ線１１４を区別するために、図において左か
ら順に１、２、３、…、（ｎ－１）、ｎ列目という呼び方をする場合がある。
【００１２】
　素子基板１００ａでは、さらに、走査線１１２とデータ線１１４との交差のそれぞれに
対応して、ｎチャネル型のＴＦＴ１１６と矩形形状で透明性を有する画素電極１１８との
組が設けられている。ＴＦＴ１１６のゲート電極は走査線１１２に接続され、ソース電極
はデータ線１１４に接続され、ドレイン電極が画素電極１１８に接続されている。
　一方、対向基板１００ｂのうち、素子基板１００ａとの対向面には、透明性を有するコ
モン電極１０８が全面にわたって設けられる。コモン電極１０８には、図示省略した回路
によって電圧ＬＣcomが印加される。
【００１３】
　このため、液晶パネル１００における等価回路は、図２に示される通りとなり、走査線
１１２とデータ線１１４との交差に対応して、画素電極１１８とコモン電極１０８とで液



(6) JP 2010-204515 A 2010.9.16

10

20

30

40

50

晶層１０５を挟持した液晶素子１２０が設けられることになる。
　また、液晶素子１２０では、画素電極１１８およびコモン電極１０８の電位差に相当す
る電圧が保持されるとともに、両電極間で生じる電界に応じて液晶の分子の配向状態が変
化する。このため、液晶パネル１００では、液晶素子１２０毎に、保持した電圧の実効値
に応じた透過率となり、液晶素子１２０が画素として機能することになる。
【００１４】
　走査線駆動回路１３０は、走査制御回路２０による制御信号Ｙctrにしたがって、１、
２、３、…、（２ｍ）行目の走査線１１２に、走査信号Ｙ１、Ｙ２、Ｙ３、…、Ｙ（２ｍ
）の順に供給する。詳細には、走査線駆動回路１３０は、図５に示されるように、フレー
ムにわたって走査線１１２を１、２、３、…、（２ｍ）行目という順番で選択するととも
に、選択した走査線への走査信号を選択電圧に相当するＨレベルとし、それ以外の走査線
への走査信号を非選択電圧に相当するＬレベルとする。
　なお、フレームとは、液晶パネル１００を駆動することによって、画像の１コマ分を表
示させるのに要する期間をいい、同期信号Ｓyncに含まれる垂直走査信号の周波数が６０
Ｈｚであれば、その逆数である１６．７ミリ秒である。
【００１５】
　データ線駆動回路１４０は、映像処理回路３０から供給される１行分の映像信号Ｖidを
、アナログのデータ信号に変換するとともに、変換したデータ信号を走査制御回路２０に
よる制御信号Ｘctrにしたがって１～ｎ列目のデータ線１１４にデータ信号Ｘ1～Ｘnとし
てサンプリングする。
　なお、本実施形態においては、液晶素子１２０に印加される電圧を除き、図示省略した
接地電位を電圧ゼロの基準とする。液晶素子１２０に印加される電圧は、コモン電極１０
８の電圧ＬＣcomと画素電極１１８との電位差であり、他の電圧と区別するためである。
【００１６】
　さて、本実施形態において、液晶素子１２０に印加される電圧と透過率との関係は、ノ
ーマリーブラックモードであれば、図４の（ａ）に示されるようなＶ－Ｔ特性で表される
。このため、液晶素子１２０を、映像信号Ｖideoで指定される階調レベルに応じた透過率
とさせるには、当該階調レベルに応じた電圧を、該液晶素子に印加させれば良いはずであ
る。
　しかしながら、液晶素子１２０に印加する電圧を、映像信号Ｖideoで指定される階調レ
ベルに応じて単に規定するだけでは、横電界に起因する表示上の不具合が発生してしまう
場合がある。
【００１７】
　この不具合は、液晶素子１２０において挟持された液晶層１０５の液晶分子が不安定な
状態にあるときに、横電界により配向が乱れ、以後、数フレームにわたって印加電圧に応
じた配向状態になりにくくなることが原因の１つとして考えられている。
　液晶素子１２０への印加電圧が閾値Ｖth1以上であって閾値Ｖth2を下回る電圧範囲Ａ（
第１範囲）にあると、縦電界による規制力が配向膜による規制力よりもわずかに上回る程
度であるため、液晶分子は、初期配向状態から容易に脱してしまう。これが、液晶分子が
不安定な状態にあるときである。ここで便宜的に、印加電圧が電圧範囲Ａにある液晶素子
の透過率範囲（階調範囲）をａとする。
　なお、液晶素子１２０への印加電圧が閾値Ｖth1を下回ると、配向膜による規制力が勝
り始めるので、液晶分子は、逆に安定する。ここで、液晶素子１２０への印加電圧が、ゼ
ロから閾値Ｖth1までの範囲で変化しても、透過率は変化しない。このため、電圧範囲Ａ
に相当する階調範囲ａの下限は、ノーマリーブラックモードにおいて最低値の黒レベルと
考えて良い。
【００１８】
　一方、横電界により配向が乱れる場合とは、互いに隣り合う画素電極同士の電位差が大
きくなる場合であり、これは、表示しようとする画像において暗画素と明画素とが隣接す
るときに発生しやすい。このような暗画素および明画素のうち、図４の（ａ）のようなノ
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ーマリーブラックモードでは、印加電圧が電圧範囲Ａにある液晶素子１２０が暗画素とな
る。この暗画素に対して横電界を与えるのが明画素である。この明画素を特定するため、
明画素を、印加電圧が閾値Ｖth3以上（ノーマリーブラックモードにおいて最高値の白レ
ベル電圧Ｖw以下）の電圧範囲Ｂ（第２範囲）にある液晶素子１２０とする。ここで便宜
的に、印加電圧が電圧範囲Ｂにある液晶素子の階調範囲をｂとすると、階調範囲ｂは、閾
値Ｖth3に相当する階調レベルから最高値の白レベルまでの範囲となる。
【００１９】
　このように、印加電圧が電圧範囲Ａにある液晶素子は、電圧範囲Ｂにある液晶素子に隣
接したときに、横電界を受けて配向が乱れ、以後、数フレームにわたって印加電圧に応じ
て透過率が制御できない状態に陥り、これにより、表示上の不具合が発生することになる
。なお逆に、電圧範囲Ｂにある液晶素子は、電圧範囲Ａにある液晶素子に隣接しても、縦
電界の影響が支配的であるために安定状態にあり、横電界の影響をほとんど受けないので
、電圧範囲Ａの液晶素子のように数フレームにわたって印加電圧で透過率が制御できない
状態に陥ることはない。
【００２０】
　この表示上の不具合の例について説明すると、例えば図１３の（ａ）に示されるように
映像信号Ｖideoで示される画像が、電圧範囲Ｂにある液晶素子（階調範囲ｂの明画素）を
背景として、電圧範囲Ａにある液晶素子（階調範囲ａの暗画素）で表示すべき暗領域が移
動するような動画である場合に、暗領域が移動した直後における画素が、電圧範囲Ａの透
過率から電圧範囲Ｂの透過率に変化すべきであるのに、表示される画像では、横電界の影
響により電圧範囲Ｂの透過率とはならない、一種の尾引き現象として顕在化する。
【００２１】
　この尾引き現象の原因は、図１３の（ｂ）に示されるように、暗領域の移動に伴って、
電圧範囲Ａから電圧範囲Ｂへと変化すべき液晶素子が、背景（周辺）の電圧範囲Ｂの液晶
素子と隣接した結果、横電界により液晶分子が乱れたためなどの理由が考えられる。
　これを、図１３の（ｃ）に示されるように、暗領域を含む走査線の書き換え部分でみた
ときに、電圧範囲Ａにある液晶素子が、電圧範囲Ｂに変化すべき領域で発生することが判
る。したがって、尾引き現象として顕在化する表示上の不具合の発生を抑えるためには、
電圧範囲Ａから電圧範囲Ｂに、時間的に連続して変化させないことが重要となる。
　そこで、本実施形態では、映像信号Ｖideoで指定される階調レベルが、階調範囲ａから
階調範囲ｂへの切り替わりであるとき、階調範囲ｂに相当する電圧範囲Ｂではなく、一旦
、電圧範囲Ａ、Ｂのいずれでもない電圧範囲Ｃの電圧を液晶素子に印加することにした。
　電圧範囲Ａ、Ｂのいずれでもない電圧範囲Ｃの電圧が印加された液晶素子では、液晶分
子が不安定にならず、かつ、不安定状態にある他の液晶素子に対して横電界を与えること
もないので、上記尾引き現象のような表示上の不具合の発生が抑えられると考えられる。
【００２２】
　ここで、電圧範囲Ａおよび電圧範囲Ｂのいずれでもない電圧範囲Ｃとしては、図４の（
ａ）において、閾値Ｖth2以上であって閾値Ｖth3を下回る電圧範囲Ｃaのほか、ゼロ以上
であって閾値Ｖth1を下回る電圧範囲Ｃbでも良い。
　電圧範囲Ｃbを用いても良い理由は、次の通りである。すなわち、印加電圧が電圧範囲
Ｃbにある液晶素子は、第１に、上述したように縦電界による規制力よりも配向膜による
規制力が勝っているので、液晶分子が安定状態にあるためであり、第２に、電圧範囲Ａに
あって不安定状態にある液晶素子と隣接しても、画素電極同士の電位差が小さいので、横
電界の影響を与えにくいため、である。このため、電圧範囲Ｃとは、電圧範囲Ｃa、Ｃbの
範囲を合わせた概念（第３範囲）である。
　電圧範囲Ｃとして液晶素子に印加する電圧としては、変化前の電圧範囲Ａにおける不安
定状態から速やかに脱する電圧（すなわち、不安定状態から液晶応答が最も速くなる階調
レベルに相当する電圧）や、変化後の階調レベルと乖離が少ない電圧などが好ましい。
【００２３】
　なお、本実施形態は、ある階調レベルから別の階調レベルに変化したときに、その別の
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階調レベルとは異なるレベルに相当する電圧を液晶素子に印加する点において、いわゆる
オーバードライブ駆動と類似している。ただし、本実施形態では、液晶素子を不安定とさ
せる電圧範囲Ａから横電界を与える電圧範囲Ｂへの変化方向のみを対象としている点、お
よび、電圧範囲Ａから電圧範囲Ｂへの変化であるとき、該電圧範囲Ｂに含まれる電圧から
置換される電圧は、電圧範囲Ａおよび電圧範囲Ｂのいずれでもない電圧範囲Ｃにあれば、
いかなる電圧でも良いという点において、オーバードライブ駆動とは相違する。
【００２４】
　さて、本実施形態において、映像信号Ｖideoで指定される階調レベルが階調範囲ａから
階調範囲ｂに切り替わることを検出するとともに、該階調範囲ｂの階調レベルを階調範囲
ｃの階調レベルに置換する回路が、図１における映像処理回路３０である。そこで、映像
処理回路３０の詳細について図３を参照して説明する。
　この図に示されるように、映像処理回路３０は、検出回路３００およびセレクター３０
８を有する。このうち、検出回路３００は、第１階調範囲判定器３０２、フラグメモリー
３０４および第２階調範囲判定器３０６を有する。
【００２５】
　第１階調範囲判定器３０２は、一のフレームにおいて一の画素に対して映像信号Ｖideo
で指定される階調レベルが階調範囲ａに含まれるか否かを判定して、含まれている場合で
あれば、該画素に対応するフラグＱa（第１フラグ）を「１」にし、含まれていない場合
であれば、フラグＱaを「０」にして出力するものである。なお、映像信号Ｖideoは、同
期信号Ｓyncにしたがった走査の順で供給されるので、第１階調範囲判定器３０２も、フ
ラグＱaを、当該走査にしたがって順次出力する。
【００２６】
　フラグメモリー３０４は、走査制御回路２０による制御信号Ｓctrにしたがって、フラ
グＱaを順次記憶するとともに、１フレーム経過後に読み出して、フラグＱdとして出力す
るものである。すなわち、フラグメモリー３０４は、フラグＱaを１フレームに相当する
期間だけ遅延させて、フラグＱdとして出力するものである。
　第２階調範囲判定器３０６は、映像信号Ｖideoで指定される階調レベルが階調範囲ｂに
含まれるか否かを判定するとともに、含まれている場合であって、かつ、フラグメモリー
３０４から読み出されたフラグＱdが「１」である場合に、フラグＱbを「１」にし、それ
以外の場合には、フラグＱbを「０」にして出力するものである。
　このようにして、検出回路３００は、映像信号Ｖideoを解析し、フラグＱbを出力する
ことになる。
【００２７】
　セレクター３０８は、制御端子Ｓel-bに供給されたフラグＱbに応じて入力端ａ、ｂの
いずれかを選択し、選択した入力端に供給された信号を出力端Ｏutから出力するものであ
る。詳細には、セレクター３０８は、入力端ａに映像信号Ｖideoが供給され、入力端ｂに
置換用の階調範囲ｃに属する、いずれかの階調レベルである別の映像信号が供給されて、
制御端子Ｓel-bに供給されたフラグＱbが「１」であれば、入力端ｂを選択し、該フラグ
Ｑbが「０」であれば、入力端ａを選択して、それぞれ選択した入力端に供給された信号
を、出力端Ｏutから映像信号Ｖidとして出力するものである。
【００２８】
　このような構成において、フラグメモリー３０４から読み出されたフラグＱdが「１」
であれば、それは、映像信号Ｖideoによって指定される階調レベルが、１フレーム前に階
調範囲ａに含まれる階調レベルであったことを示している。このため、第２階調範囲判定
器３０６から出力されるフラグＱbは、現在のフレームにおいて映像信号Ｖideoで指定さ
れる階調レベルが階調範囲ｂに含まれ、かつ、１フレーム前に指定された階調レベルが階
調範囲ａに含まれる階調レベルであった場合に限り「１」となる。
　フラグＱbが「１」であれば、セレクター３０８では、入力端ｂが選択されるので、階
調範囲ｂの階調レベルを指定する現在の映像信号Ｖideoは階調範囲ｃの階調レベルを指定
する映像信号に置換されて、映像信号Ｖidとして出力される。



(9) JP 2010-204515 A 2010.9.16

10

20

30

40

50

【００２９】
　一方、フラグＱbが「０」であれば、セレクター３０８では、入力端ａが選択されるの
で、階調範囲ｂの階調レベルを指定する現在の映像信号Ｖideoがそのまま映像信号Ｖidと
して出力される。
　なお、フラグＱbが「０」である場合とは、現在のフレームにおいて映像信号Ｖideoで
指定される階調レベルが階調範囲ｂに含まれない場合、または、１フレーム前における階
調レベルが階調範囲ａに含まれなかった場合、のいずれかである。
【００３０】
　第１実施形態に係る液晶表示装置１の表示動作について説明すると、上位装置からは、
映像信号Ｖideoが、１行１列～１行ｎ列、２行１列～２行ｎ列、３行１列～３行ｎ列、…
、（２ｍ）行１列～（２ｍ）行ｎ列の画素の順番でフレームにわたって供給される。映像
処理回路３０は、映像信号Ｖideoを処理して、映像信号Ｖidを出力する。
　ここで、１行１列～１行ｎ列の映像信号Ｖideoが供給される水平走査期間でみたときに
、処理された映像信号Ｖidは、データ線駆動回路１４０によってデータ信号に変換された
上で、１～ｎ列目のデータ線１１４にデータ信号Ｘ1～Ｘnとしてサンプリングされる。
　一方、１行１列～１行ｎ列の映像信号Ｖideoが供給される水平走査期間では、走査線駆
動回路１３０によって走査信号Ｇ1だけがＨレベルとなるので、１行目のＴＦＴ１１６が
オン状態となる。これにより、データ線１１４にサンプリングされたデータ信号は、オン
状態にあるＴＦＴ１１６を介して画素電極１１８に印加されるので、１行１列～１行ｎ列
の液晶素子には、それぞれ映像信号Ｖidで指定された階調レベルに応じた電圧が書き込ま
れる。
　続いて、２行１列～２行ｎ列の映像信号Ｖideoは、同様に映像処理回路３０によって処
理されて、映像信号Ｖidとして出力されるとともに、データ線駆動回路１４０によってデ
ータ信号に変換された上で、１～ｎ列目のデータ線１１４にサンプリングされる。
　２行１列～２行ｎ列の映像信号Ｖideoが供給される水平走査期間では、走査線駆動回路
１３０によって走査信号Ｇ2だけがＨレベルとなるので、データ線１１４にサンプリング
されたデータ信号は、オン状態にある２行目のＴＦＴ１１６を介して画素電極１１８に印
加される。これにより、２行１列～２行ｎ列の液晶素子には、それぞれ映像信号Ｖidで指
定された階調レベルに応じた電圧が書き込まれる。
　以下同様な書込動作が３、４、…、（２ｍ）行目に対して実行され、これにより、各液
晶素子に、映像信号Ｖidで指定された階調レベルに応じた電圧が書き込まれて、該フレー
ムにわたって供給された映像信号Ｖideoに透過像が作成されることなる。
【００３１】
　第１実施形態では、映像信号Ｖideoによって、ある液晶素子に対して指定される階調レ
ベルが、例えば図６において破線で示されるように、（Ｎ－１）フレームにおいて、該液
晶素子への印加電圧が電圧範囲Ａの電圧Ｖa1に対応する階調レベルａ1から、Ｎフレーム
において、電圧範囲Ｂの電圧Ｖb1に対応する階調レベルｂ1に切り替わって、以降階調レ
ベルｂ1に維持される場合、該液晶素子への印加電圧は、同図において実線で示されるよ
うに、Ｎフレームにおいて電圧Ｖc1に置換され、（Ｎ＋１）フレームにおいて電圧Ｖb1と
なる。これによって、該液晶素子の透過率、すなわち該液晶素子によって実際に表示され
る階調レベルは、同図において一点鎖線で示されるように、Ｎフレームにおいて階調レベ
ルａ1から階調レベルｃ1に移行し、（Ｎ＋１）フレームにおいて、さらに階調レベルｂ1
に移行する。
　換言すれば、本実施形態では、現在のフレームにおいて映像信号Ｖideoで指定される画
素の階調レベルが階調範囲ｂに含まれ、かつ、該画素の階調レベルが１フレーム前に階調
範囲ａにあった場合に、映像信号Ｖideoは、階調範囲ｃの階調レベルの映像信号、すなわ
ち、セレクター３０８の入力端ｂに供給される別の映像信号に置換される。
　このため、本実施形態によれば、上述した表示上の不具合を引き起こす状態が事前に回
避することが可能となる。さらに、本実施形態では、液晶パネル１００の構造を変更する
必要がないので、既に製作された液晶パネルにも適用することも可能である。
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【００３２】
　なお、電圧範囲Ａから電圧範囲Ｂへの切り替わりの際に、電圧範囲Ｂではなく、電圧範
囲Ｃbの電圧を液晶素子に印加しても良い。電圧範囲Ｃbの電圧を液晶素子に印加した場合
、該液晶素子によって実際に表示される階調レベルは、同図において二点鎖線で示される
ように、電圧範囲Ｃbの電圧に対応する階調レベルｃ0を経由して、階調レベルａ1から階
調レベルｂ1に移行する。
【００３３】
　また、本実施形態に係る映像処理回路３０は、映像信号Ｖideoで指定される階調レベル
が階調範囲ａに含まれるか否かを示すフラグＱaをフラグメモリー３０４に記憶するとと
もに、１フレーム後にフラグＱdとして読み出して、現在のフレームにおいて映像信号Ｖi
deoで指定される階調レベルが階調範囲ｂに含まれ、かつ、フラグＱdによって１フレーム
前の階調レベルが階調範囲ａに含まれていたことが示された場合に、当該階調範囲ｂにあ
る階調レベルを指定する映像信号Ｖideoを、階調範囲ａと階調範囲ｂのいずれとも異なる
階調範囲ｃにある階調レベルを指定する映像信号Ｖideoに置換する構成となっている。こ
のため、フラグメモリー３０４に記憶する容量は、１画素当たり１ビットで済むので、映
像信号Ｖideoそのものを記憶して、１フレーム経過後に読み出す構成と比べて、メモリー
に要する記憶容量を大幅に削減することが可能である。
【００３４】
　なお、上述したように電圧範囲Ｃとしては、ゼロ以上であって閾値Ｖth1を下回る電圧
範囲Ｃbの電圧でも良いが、映像信号Ｖidで指定される階調レベルでは、電圧範囲Ｃbに対
応するデータ信号に映像信号Ｖidを変換することができない場合がある。そこで、この場
合には、映像処理回路３０は、フラグＱbが「１」となった画素の列を、データ線駆動回
路１４０に通知するとともに、該データ線駆動回路１４０が、通知を受けた画素の列に対
し、電圧ＬＣcom（または、この近傍電圧）のデータ信号を、データ線１１４を介して供
給する構成としても良い。
【００３５】
＜第２実施形態＞
　上述した第１実施形態では、１フレームにおいて液晶素子に対する電圧書き込み回数が
１回であるので、ある画素に対して指定される階調レベルが、例えば図６の破線で示され
るように、（Ｎ－１）フレームにおいて階調レベルａ1であり、Ｎフレームにおいて階調
レベルｂ1に切り替わって、以降数フレームにわたって階調レベルｂ1に維持されるような
場合には、特に問題は生じない。
　しかしながら、仮に（Ｎ＋１）フレームにおいて、さらに別の階調レベルｄ1に切り替
わる場合、Ｎフレームにおいて階調範囲ｃの階調レベル（ｃ1）に置換されるので、当該
画素に指定される階調レベルは、ａ1→ｃ1→ｄ1となる。このため、Ｎフレームにおいて
指定された階調レベル（ｂ1）に相当する表示内容が欠落することになる。
　そこで次に、このように階調レベルがフレーム毎に連続的に変化するときでも、階調範
囲ｂの階調レベルに相当する表示内容の欠落を防いだ第２実施形態について説明すること
にする。
【００３６】
　まず、第２実施形態に係る液晶表示装置において、走査線駆動回路１３０は、走査制御
回路２０による制御信号Ｙctrにしたがって、１～（２ｍ）行目の走査線１１２を、図９
に示されるように選択する。すなわち、走査線駆動回路１３０は、フレームの前半に供給
されるパルスａａを、１、２、…、ｍ行目に間隔をおきながら順次転送するとともに、フ
レームの後半に供給されるパルスｂを、１、２、…、ｍ行目に同様に間隔をおきながら、
パルスａａと重複しないように順次転送することによって、走査信号Ｙ1、Ｙ2、Ｙ3、…
、Ｙ(2m)を出力する。
　第２実施形態では、走査線は、フレームの前半期間において、（ｍ＋１）、１、（ｍ＋
２）、２、…、（２ｍ）、ｍ行目という順番で選択され、フレームの後半期間において、
１、（ｍ＋１）、２、（ｍ＋２）、…、ｍ、（２ｍ）行目という順番で選択されるので、
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１フレームにおける液晶素子に対する電圧書き込み回数が２回となる。すなわち、第１実
施形態では、１フレームが第１サブフィールドＳＦ１と第２サブフィールドＳＦ２との２
つに分割されている。
【００３７】
　また、第２実施形態に係る液晶表示装置は、図１に示した液晶表示装置において、図７
に示す映像処理回路３０を適用したものとなる。
　図７において、ラインバッファー（ＬＢ）３１２は、走査制御回路２０による制御にし
たがって、映像信号Ｖideoを１行分蓄積しつつ、２倍の速度で読み出し、映像信号Ｖid-a
として出力するものである。
　フレームメモリー３１４は、走査制御回路２０による制御にしたがって、映像信号Ｖid
-aを順次記憶するとともに、１／２フレーム経過後に読み出して、映像信号Ｖid-bとして
出力するものである。
【００３８】
　なお、図７における検出回路３００は、図３に示した構成と同様であるが、第２階調範
囲判定器３０６およびセレクター３０８の入力端ａには、それぞれ映像信号Ｖid-aが入力
され、第１階調範囲判定器３０２には、映像信号Ｖid-bが入力される。また、フラグメモ
リー３０４の遅延時間は、図３とは異なり、１／２フレームに相当する期間に設定されて
いる。くわえて、セレクター３０８は、出力端Ｏutから映像信号Ｖid-aaを出力するので
、映像処理回路３０からは、映像信号Ｖid-aa、Ｖid-bの２系統が出力される。そして、
データ線駆動回路１４０は、２系統の映像信号Ｖid-aa、Ｖid-bを走査制御回路２０によ
る制御にしたがってデータ信号に変換する。
【００３９】
　第２実施形態に係る液晶表示装置に適用される映像処理回路３０の動作について、図８
を参照して説明する。
　映像信号Ｖideoが、フレームにわたって上位装置から１行１列～１行ｎ列、２行１列～
２行ｎ列、３行１列～３行ｎ列、…、（２ｍ）行１列～（２ｍ）行ｎ列の画素の順番で供
給される点は、第１実施形態と同様である。ただし、該映像信号Ｖideoは、ラインバッフ
ァー３１２に供給速度で逐次記憶されるとともに、半分記憶された時点で記憶速度の２倍
の速度での読み出しが開始される。
　このため、ラインバッファー３１２から読み出される映像信号Ｖid-aは、映像信号Ｖid
eoが１行分供給される水平走査期間の後半にわたって倍速化されて出力されるので、前半
には空きが生じる。ただし、映像信号Ｖid-aは、フレームメモリー３１４によって１／２
フレームに相当する期間だけ遅延させられて、水平走査期間のうち、空きが生じた前半に
おいて映像信号Ｖid-bとして出力される。
【００４０】
　第１階調範囲判定器３０２は、映像信号Ｖid-bで指定される画素の階調レベルが階調範
囲ａに含まれるか否かを判定して、該判定結果に応じたフラグＱaを出力する。このフラ
グＱaは、フラグメモリー３０４によって１／２フレームに相当する期間だけ遅延してフ
ラグＱdとして出力される。
　第１階調範囲判定器３０２によって階調レベルが判定された映像信号Ｖid-bは、映像信
号Ｖid-aよりも１／２フレームに相当する期間だけ遅延したものであり、該フラグＱaを
さらに１／２フレームに相当する期間だけ遅延したものがフラグＱdである。
【００４１】
　このため、第２実施形態では、フラグＱdが「１」であれば、それは、倍速化された映
像信号Ｖid-aによって指定される階調レベルが、１フレーム前では、階調範囲ａに含まれ
る階調レベルであったことを示している。
【００４２】
　したがって、第２階調範囲判定器３０６から出力されるフラグＱbが「１」となるのは
、現在のフレームにおいて映像信号Ｖid-aで指定される階調レベルが階調範囲ｂに含まれ
、かつ、１フレーム前に指定された階調レベルが階調範囲ａに含まれる階調レベルであっ
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た場合に限られる。
　よって、２系統のうち、一方の映像信号Ｖid-aaは、フラグＱbが「１」であれば、階調
範囲ｂの階調レベルを指定する現在の映像信号Ｖid-aは、階調範囲ｃの階調レベルを指定
する映像信号に置換され、フラグＱbが「０」であれば、階調範囲ｂの階調レベルを指定
する現在の映像信号Ｖid-aがそのまま映像信号Ｖid-aaとして出力される。
【００４３】
　ここで、パルスａａの転送によって走査線が選択されるときに、データ線駆動回路１４
０は、走査制御回路２０による制御にしたがって、該走査線に対応する映像信号Ｖid-aa
に基づく電圧を、当該走査線に対応する液晶素子１２０に、データ線を介して供給する。
一方、パルスｂの転送によって走査線が選択されるときに、データ線駆動回路１４０は、
該走査線に対応する映像信号Ｖid-bに基づく電圧を、当該走査線に対応する液晶素子１２
０に、データ線を介して供給する。
【００４４】
　第２実施形態では、液晶素子への電圧書込は、表示領域において図１１に示されるよう
に推移する。
　なお、図１１における（１）～（４）のタイミングは、図９における（１）～（４）の
タイミングにそれぞれ対応している。
【００４５】
　第２実施形態では、映像信号Ｖideoによって、ある液晶素子に対して指定される階調レ
ベルが、例えば図１０において破線で示されるように、（Ｎ－１）フレームにおいて、該
液晶素子への印加電圧が電圧範囲Ａの電圧Ｖa1に対応する階調レベルａ1から、Ｎフレー
ムにおいて、電圧範囲Ｂの電圧Ｖb1に対応する階調レベルｂ1に切り替わって、（Ｎ＋１
）フレームにおいて、さらに電圧Ｖc2に対応する階調レベルｃ2に切り替わる場合、該液
晶素子への印加電圧は、同図において実線で示されるように、Ｎフレームの第１サブフィ
ールドＳＦ１において電圧Ｖc1に置換され、Ｎフレームの第２サブフィールドＳＦ２にお
いて電圧Ｖb1となる。さらに、（Ｎ＋１）フレームでは、第１サブフィールドＳＦ１と第
２サブフィールドＳＦ２とにおいて電圧Ｖc2となる。
　これによって、該液晶素子によって実際に表示される階調レベルは、同図において一点
鎖線で示されるように、Ｎフレームの第１サブフィールドＳＦ１において、階調レベルａ
1から階調レベルｃ1に移行し、Ｎフレームの第２サブフィールドＳＦ２において、階調レ
ベルｃ1から階調レベルｂ1に移行し、（Ｎ＋１）フレームにおいて、さらに階調レベルｃ
2に移行する。
　したがって、第２実施形態によれば、液晶素子への印加電圧が電圧範囲Ａから電圧範囲
Ｂに直接的に切り替わることが回避されるので、表示上の不具合が防止されるとともに、
指定された階調レベルｂ1を表示することができるので、情報の欠落を防止することも可
能となる。
　なお、この第２実施形態においても、電圧範囲Ａから電圧範囲Ｂへの切り替わりの際に
、つまり第１サブフィールドＳＦ１において電圧範囲Ｂではなく、電圧範囲Ｃbの電圧を
液晶素子に印加しても良い。その場合、液晶素子によって表示される階調レベルは、図１
０において二点鎖線で示されるように、電圧範囲Ｃbの電圧に対応する階調レベルｃ0を経
由して、階調レベルａ1から階調レベルｂ1に移行する。
【００４６】
　また、第２実施形態では、飛び越し走査をしたが、例えばフレームを２分割するととも
に、分割した各期間において、それぞれ１～（２ｍ）行目の走査線を（倍速で）順番に選
択する構成としても良い。
　この構成では、映像信号で指定される階調レベルによって、液晶素子への印加電圧が電
圧範囲Ａから電圧範囲Ｂへの切り替わりが検出されると、第１サブフィールドＳＦ１にお
いて電圧範囲Ｃへの置換が行われることになる。
【００４７】
　フレームにおいて液晶素子に対する電圧書き込み回数は、第１実施形態の１回、第２実
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施形態の２回に限られず、例えば３以上の回数であっても良いが、特に４以上の偶数が好
ましい。
　すなわち、フレームにおいて液晶素子に対する電圧書き込み回数が２回であると、映像
信号で指定される階調レベルによって、液晶素子への印加電圧が電圧範囲Ａから電圧範囲
Ｂに切り替わることが検出されたときに、１回目に電圧範囲Ｃへの置換が行われ、２回目
に電圧範囲Ｂの電圧を印加することができるので、電圧範囲Ｂに相当する情報の欠落を防
止することが可能となる。しかし、電圧範囲ＣとＢの実効電圧が異なるため、液晶素子の
交流駆動を考慮するならば、フレームにおいて液晶素子に対する電圧書き込み回数は４以
上の偶数が好ましい。フレームにおける書き込み回数が４以上の偶数であると、電圧範囲
Ｃの書込回数と電圧範囲Ｂの書込回数とをそれぞれ偶数に設定することができるので、電
圧範囲Ｃの電圧書き込みにおいても、電圧範囲Ｂの電圧書き込みにおいても、それぞれの
書き込みにおいて交流駆動を完結させることが可能となる。
　いずれの実施例においても、液晶素子に印加する電圧は正極性として説明したが、交流
駆動のように負極性の電圧が印加される場合は、「電圧」を「電圧の絶対値」と読み替え
ればよい。
【００４８】
　また、不安定状態となる電圧範囲Ａ、および、横電界の影響の原因となる電圧範囲Ｂが
、液晶素子の温度や、映像信号Ｖideoの周波数（液晶パネルの駆動周波数）などによって
変化すると、残りの部分である電圧範囲Ｃも変化させる必要がある。このため、温度や、
駆動周波数、ユーザーによる設定などによって、電圧範囲Ｃを可変とする構成も好ましい
。
【００４９】
　さらに、液晶素子１２０はノーマリーブラックモードとしたが、電圧印加状態において
暗い状態となるノーマリーホワイトモードとしても良い。ノーマリーホワイトモードにお
いては、図４の（ｂ）に示されるように、電圧に対する透過率が同図の（ａ）に対して反
転した特性となるが、液晶素子が不安定状態となる電圧範囲Ａと、横電界の影響の原因と
なる電圧範囲Ｂと、それ以外の電圧範囲Ｃ（Ｃa、Ｃb）との大小関係は、ノーマリーブラ
ックモードの場合と同じである。
　また、液晶素子１２０は透過型に限られず、反射型であっても良い。
【００５０】
＜電子機器＞
　次に、上述した実施形態に係る液晶表示装置を用いた電子機器の一例として、液晶パネ
ルをライトバルブとして用いたプロジェクターについて説明する。図１２は、このプロジ
ェクターの構成を示す平面図である。
　この図に示されるように、プロジェクター２１００の内部には、ハロゲンランプ等の白
色光源からなるランプユニット２１０２が設けられている。このランプユニット２１０２
から射出された投射光は、内部に配置された３枚のミラー２１０６および２枚のダイクロ
イックミラー２１０８によってＲ（赤）、Ｇ（緑）、Ｂ（青）の３原色に分離されて、各
原色に対応するライトバルブ１００Ｒ、１００Ｇおよび１００Ｂにそれぞれ導かれる。な
お、Ｂは、他のＲやＧと比較すると、光路が長いので、その損失を防ぐために、入射レン
ズ２１２２、リレーレンズ２１２３および出射レンズ２１２４からなるリレーレンズ系２
１２１を介して導かれる。
【００５１】
　このプロジェクター２１００では、液晶パネル１００を含む液晶表示装置１が、Ｒ、Ｇ
、Ｂの各色に対応して３組設けられる。そして、Ｒ、Ｇ、Ｂの各色に対応する映像信号が
それぞれ外部の上位装置から供給される構成となっている。ライトバルブ１００Ｒ、１０
０Ｇおよび１００Ｂの構成は、上述した実施形態における液晶パネル１００と同様であり
、Ｒ、Ｇ、Ｂのそれぞれに対応する映像信号によりそれぞれ駆動される。
　ライトバルブ１００Ｒ、１００Ｇ、１００Ｂによってそれぞれ変調された光は、ダイク
ロイックプリズム２１１２に３方向から入射する。そして、このダイクロイックプリズム
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２１１２において、Ｒ色およびＢ色の光は９０度に屈折する一方、Ｇ色の光は直進する。
したがって、各色の画像が合成された後、投射レンズ２１１４によってカラー画像がスク
リーン２１２０に投射されることとなる。
【００５２】
　なお、ライトバルブ１００Ｒ、１００Ｇおよび１００Ｂには、ダイクロイックミラー２
１０８によって、Ｒ、Ｇ、Ｂの各原色に対応する光が入射するので、カラーフィルターを
設ける必要はない。また、ライトバルブ１００Ｒ、１００Ｂの透過像は、ダイクロイック
プリズム２１１２により反射した後に投射されるのに対し、ライトバルブ１００Ｇの透過
像はそのまま投射されるので、ライトバルブ１００Ｒ、１００Ｂによる水平走査方向は、
ライトバルブ１００Ｇによる水平走査方向と逆向きにして、左右を反転させた像を表示す
る構成となっている。
【００５３】
　電子機器としては、図１２を参照して説明した他にも、テレビジョンや、ビューファイ
ンダー型・モニター直視型のビデオテープレコーダー、カーナビゲーション装置、ページ
ャー、電子手帳、電卓、ワードプロセッサー、ワークステーション、テレビ電話、ＰＯＳ
端末、ディジタルスチルカメラ、携帯電話機、タッチパネルを備えた機器等などが挙げら
れる。そして、これらの各種の電子機器に対して、本発明に係る液晶表示装置が適用可能
なのは言うまでもない。
【符号の説明】
【００５４】
１０…制御回路、２０…走査制御回路、３０…映像処理回路、１００…液晶パネル、１０
５…液晶層、１０８…コモン電極、１１０…画素、１１２…走査線、１１４…データ線、
１１６…ＴＦＴ、１１８…画素電極、１２０…液晶素子、１３０…走査線駆動回路、１４
０…データ線駆動回路、３００…検出回路、３０２…階調範囲判定器（第１階調範囲判定
器）、３０４…フラグメモリー、３０６…階調範囲判定器（第２階調範囲判定器）、３０
８…セレクター、２１００…プロジェクター
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